
JP 2017-509823 A5 2018.2.15

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成30年2月15日(2018.2.15)

【公表番号】特表2017-509823(P2017-509823A)
【公表日】平成29年4月6日(2017.4.6)
【年通号数】公開・登録公報2017-014
【出願番号】特願2016-554613(P2016-554613)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｆ   3/22     (2006.01)
   Ｆ０２Ｆ   3/00     (2006.01)
   Ｆ０１Ｐ   3/08     (2006.01)
   Ｆ０１Ｍ   1/06     (2006.01)
   Ｆ０１Ｍ   1/08     (2006.01)
   Ｆ０２Ｂ  75/28     (2006.01)
   Ｆ１６Ｊ   1/09     (2006.01)
   Ｆ１６Ｊ   1/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｆ    3/22     　　　Ａ
   Ｆ０２Ｆ    3/00     　　　Ｚ
   Ｆ０１Ｐ    3/08     　　　Ｇ
   Ｆ０１Ｐ    3/08     　　　Ｃ
   Ｆ０１Ｍ    1/06     　　　Ｂ
   Ｆ０１Ｍ    1/06     　　　Ｃ
   Ｆ０１Ｍ    1/08     　　　Ｆ
   Ｆ０２Ｂ   75/28     　　　Ｅ
   Ｆ１６Ｊ    1/09     　　　　
   Ｆ１６Ｊ    1/16     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年12月28日(2017.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向ピストンの端面により燃焼室を形成するように形作られた端面（２０６、３０６）
を有するクラウン（２０３、３０３）を備えたピストン（２００、３００）と、
　アンダークラウン（２０８、３０８）を含む前記クラウンと、
　前記アンダークラウンと接続ロッド（２１０）の小端部（２１５）との間で前記ピスト
ンに取り付けられた軸受（２１７）と、
　リストピン（２２１）を含む前記軸受と、
前記リストピンを介して前記リストピンと軸受面との間の潤滑界面内に油を通過させるよ
うに配置された１つ以上のリストピン油出口通路（２２５）と流体連通する前記リストピ
ンの油溜り（２２２）と、
　前記油溜りと流体連通するリストピン油入口通路（２２４）、および
　前記軸受の固定部（２１９ａ）および前記軸受の可動部（２２１）のうちの１つにおけ
る少なくとも１つの冷却噴射口（２７０、２７５、２７８）と、
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を含み、
　前記冷却噴射口が前記油溜りと流体連通し、かつアンダークラウン部分に向けられる、
対向ピストンエンジン用のピストン冷却構成。
【請求項２】
　前記リストピンは前記接続ロッドの前記小端部に受容される、請求項１に記載のピスト
ン冷却構成。
【請求項３】
　前記軸受の前記固定部は、前記ピストンの運動に応答して前記アンダークラウンに対し
て回転揺動できるように前記リストピンを支持する軸受部材を含み、かつ
　前記冷却噴射口は前記軸受部材における油出口通路を含む、
請求項２に記載のピストン冷却構成。
【請求項４】
　前記接続ロッドは前記リストピン油入口通路と流体連通する油路を含み、
　前記軸受部材における前記油出口通路は、前記リストピンと前記軸受面との間の前記界
面からの加圧油を受け取る、
請求項３に記載のピストン冷却構成。
【請求項５】
　前記リストピンおよび前記軸受面は揺動軸受を形成する、請求項４に記載のピストン冷
却構成。
【請求項６】
　前記リストピンおよび前記軸受面は二軸軸受を形成する、請求項４に記載のピストン冷
却構成。
【請求項７】
　前記軸受の前記可動部は、前記ピストンの運動に応答して前記アンダークラウンに対し
て回転揺動する前記リストピンを含み、かつ
　前記冷却噴射口は前記リストピンに取り付けられたノズルを含む、
請求項２に記載のピストン冷却構成。
【請求項８】
　前記接続ロッドは前記リストピン油入口通路と流体連通する油路を含む、請求項７に記
載のピストン冷却構成。
【請求項９】
　前記リストピンおよび前記軸受面は、揺動軸受または二軸軸受を形成する、請求項８に
記載のピストン冷却構成。
【請求項１０】
　長手方向に間隔をおいて配置された排気ポートおよび吸気ポートを持つ少なくとも１つ
のシリンダと、前記シリンダのボア内に相互に対向して配置された１対のピストンと、１
対の接続ロッドとを含み、各ピストンが軸受によってそれぞれの接続ロッドに連結され、
かつ少なくとも１つのピストンが請求項１～９のいずれか一項に記載のピストン冷却構成
を含む、対向ピストンエンジン。
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